
シャープ本社ビルがいよいよ取り壊されました。数々の新しい製品を
世に送り出した中枢のビルです。盛者必衰の世とはいえあまりにも無念
な結果です。ここに本社の在りし日の姿を掲載いたします。 
これからのシャープの復活を願ってこの冊子を送ります。 



何時までも忘れないでいたい記憶  
９３年間の第２の創業地に捧げた熱い情熱・シャープ魂と輝く誇りを！  

もう二度と出会う事の無い 旧本社の雄姿。皆さんの心に刻み付けて欲しい写真 

シャープの全景写真 社友会の皆さんには、夫々旧本社への深く強い思い出と 
込み上げる惜別感は計り知れないでしょう。 

解体が始まった旧本社に別れを惜しむフアンの方々 



「創業は易く守成は難し」というが 猿猴捉月のたとえを顧みず、創業者の規模の
みを追わずの思いを指導者が戒めておけばの思いと、不倶戴天の思いが交錯する
方も多いでしょう。 

桜の開花と共に旧本社は解体されてゆく過去の輝かしい創業地の記憶を残そうと
するファンが後を絶たない。 

平成２９年３月２７日 解体が始まった旧本社       
心の中に９３年の挑戦の記憶と輝かしい誇りを刻んでおこう 

夜のとばりが降りた後も煌々と明りがともり活動していた。 
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本社ビルの表札「誠意と創意」 
の文字が寂しい 早川徳次会長の自筆社是「五つの蓄積」 

早川徳次創業者をしのんで  



早川徳次創業者をしのんで窓特集号から抜粋  



昭和３年本社 

昭和１６年本社 昭和１８年本社朝礼風景 

  昭和３３年本社 

本社の変革 

平成２６年本社 

第１創業地は関東大震災で被災 
（大正１２年9月１日） 

(現長池町)大正１４年創業開始 と創業者 

創業地 現江東区新大橋3丁目17 



１９６２空撮 

昭和37年ごろの本社空撮 



田辺ビルと地名の由来となった長池 

昭和３３年本社前 デジタルカラー処理しています 

昭和３５年本社前初荷風景 

当時の田辺工場の主力商品は白黒テレビ 

阿倍野の名称は、古代にこの地を領有していた豪族阿倍氏の姓からとられたという説が有力。 
西田辺は奈良時代の当地を田辺史(ふひと)の一族が管掌して、田辺郷と称されていたことによ
ります。 
                              町名の長池は「長池」の池の名から名付け 
                              られたもので、現在池は南北の二つに分か 
                              れている。 



和文商標 英文商標 社 章 

昭和９年 
ダインは電波に関する 
技術用語 

昭和３０年 
なんとなくナショナルの 
マークに似ている 

   昭和３６年 
   シンプルになりました。 

 昭和４５年 
社名が正式にシャープ 
になった時。 

平成１５年 
からこのマーク。 
今のカタログにはこれが記 
載されている。 

   大正１０年 
Ｔは早川徳次のＴを表している 

昭和３８年 

昭和３２年 

昭和４５年 

昭和５３年 

昭和１０年 

昭和１７年 

昭和２８年 

昭和３７年 

昭和４５年 

よく知られていますがシャープ社名の由来はシャープペンシルです。当初早川式繰
り出し鉛筆と売り出し、その後エバー ・レディ ー・シャープペンシルとなり、これが定
着し、社名の元となりました。 

昭和３０年 



ひかりを超えて (SHARP コーポレートソング) / ハイ・ファイ・セット 

早川徳次創業者の精神的支柱でありますシャープの経営信条「二意専心 
誠意と創意」、および「五つの蓄積」を基本に感謝の気持ちを持ち続ければ
コーポレートソングにあるように未来はシャープとなるのは間違いない。本社ビ
ルはなくなっても、シャープは経営信条とともに未来に羽ばたいていくにちがい
ありません。 



編集後記 
この5月の総会をもって社友会九州支部の加藤支部長に代わり、上川副支部長
が支部長として九州支部をけん引されていくことになります。 
 加藤支部長におかれましては2014年３月より、支部を引っ張ってこられました。
この間シャープ株式会社としては存続の危ぶまれた時期になりました。社友会として
も皆さんを元気づけられるように活動してまいりましたが、その先頭に立って活動され
てこられたのが加藤支部長、上川副支部長でした。 
 また、加藤支部長は手術後の通院をしながらの重責を担ってこられ、ここに会員
一同感謝申し上げる次第です。今後は上川副支部長が支部長となられ引き続き
九州支部を盛り上げていただくことになりました。 

2014年5月11日総会 別府ホテル白菊 

2015年5月10日総会 柳川 かんぽの宿 

2016年5月15日総会 八百治ホテル 

３年間の支部総会での加藤支部
長の総会においての活動説明指針 
の写真です。この3年間九州支部と
しては歩こう会、つり同好会、カラオ
ケ、パソコン、麻雀、山歩、ゴルフと
多くの同好会活動を通じ、活発に
交流を重ねてまいりました。 
 また納涼会や忘年会、特に昨年
4月の熊本大地震におきましては九
州支部から被災された会員の皆様
に微力ながらも援助活動を行い、ま
た他の支部からも少なからず援助を
受け、それらをまとめていただいたの
が加藤支部長でした。 
 
この3年間の重責を全うされ、これか
らは健康回復を重点に頑張ってい
ただければと願っております。お疲れ
様でした。 



創業地 （現江東区新大橋3丁目17）付近の現在の写真。 
この左手あたりになると聞いています。 

シャープ社友会九州支部 


